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ハリーちゃんです。

今回は排水・給水設備

指定工事店について

説明します。

各家庭で、町の水道や下

水道に接続する場合は

工事を行いますが、工事

をする業者は町で指定

した工事店しか行うこ

とができません。

工事は町の指定工事店に

お願いして、安心で安全に

利用しましょう。

※町指定工事店について

は後日ご紹介しますね。

指定工事店以外の業者が

工事の申し込みをしても

受付できないので注意し

てくださいね！

必ず指定工事店に頼んで

くださいね。

排水・給水設備の指定工事店について

詳しくは、役場（仙南庁舎）建設課上下水道班までお尋ねください。

（記入上の注意）
１.年金を受け取る方自らが署名す
る場合には、押印は不要です。

２.住所は郵便が正しく配達される
ように番地、○○方などまで正
しく記入してください。

３.フリガナはカタカナではっきり
と記入してください。

◎複数の年金受給権をお持ちの方
は、この届出により、他の年金に
ついても住所を変更できます。

〜飲もう上水道・流そう下水道〜
 27№ 

大曲社会保険事務所　10187（63）2299
役場（千畑庁舎）住民生活課　戸籍年金班　10187（84）4903（内線2145）

問い
合わせ

役場（仙南庁舎）建設課　上下水道班　10187（84）4910（内線3227）問い
合わせ

国民年金よりお知らせです

　年金をもらっている方が住所を変更した場合は、社会保険事務所にハガキによる届出が
必要です。
　届出がないと現況届など年金関係の郵便物が変更前の住所に届きますので、場合によっ
ては年金が支給停止になることがあります。ハガキは千畑庁舎住民生活課、六郷・仙南庁
舎の総合サービス課にありますので、必ず届出するようにしましょう。
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【応募先】次のいずれかの場所にご応募ください。
●役場（六郷庁舎）総務課　 ●役場各庁舎の総合サービス課　 ●美郷町のメール（info@town.misato.akita.jp）

「もみじ」

六郷　坂本　和子

「美郷の赤ちゃん」を募集します
　あなたのかわいい赤ちゃんを「広報美郷」の紙面で紹介し、
思い出の１つとしませんか。
　なお、1月号では、平成20年11月に生まれた赤ちゃんの写
真を募集します。
【応募方法】次の①、②をそろえてご応募ください。
　①赤ちゃんが写っている写真（１枚）
　　※裏面にご両親と赤ちゃんのお名前、赤ちゃんの生年月

日、ご住所、電話番号を記入すること。
　　※ご応募いただいた写真は、原則として返却しません。
　②ご両親（ご家族）からのメッセージ（30字以内）
　　※様式は自由
【締め切り】12月15日（月）

あなたの作品を募集します
　あなたの作品を「広報美郷」の紙面で発表してみませ
んか。
【応募方法】次の①、②を記入のうえ、ご応募ください。
　①作品（短歌、俳句、川柳、イラスト、など）
　　※短歌などは楷書で記入し、漢字には読み仮名を

お願いします。
　②応募される方のお名前、ご住所、電話番号
【締め切り】12月10日（水）
【その他】・応募者が多数の場合は、掲載できない場合

があります。作品は１点とします。
　　　　・作品の内容が広報掲載上好ましくないと町

で判断した場合は掲載しません。

　短　歌　　俳　句　　川　柳　
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「佑圭子お姉ちゃん、どんどん大
きくなるから仲良く遊んでね。」

�� 
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「我が家のアイドルはる坊です。
元気いっぱい大きくなぁれ。」

�� 
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「みんなから好かれる元気で素直
な女の子になってネ 」
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